



















































し、2 チームが対戦する。試合時間は、1 クォーター 8
分で前後半2クォーターずつ、第2および第4クォーター
の終了 2分間は特殊な計時方法となるため、ハーフタイ








　2011 年 12 月、関西学生女子タッチフットボールお
よび関西一般女子タッチフットボール連盟に所属する
チーム（全 11 チーム、各チーム所属人数 6～ 16 名程度）
のプレーヤーに無記名自記式の質問紙調査を行った。平
均 18 ～ 37 歳の 7 チーム 76 名のプレーヤーより有効回




































あった。診断名としては、骨折 19 名（社会人 11 名）捻挫




　受傷状況は、練習時 50 名（社会人 22 名）、試合時 19 名
（社会人 14 名）、土のグランド 57 名（社会人 29 名）、人工
芝 8 名（社会人 5 名）、晴天 52 名（社会人 25 名）、曇天 6
名（社会人 4 名）、雨天および雨上がり時 5 名（社会人 4
名）、午前 34名（社会人 19名）、午後 22名（社会人 12名）、
夕方 6名（社会人 2名）、夜間 5名（社会人 1名）であった。
人との接触については、接触ありが21名（社会人11名）、
接触なしが45名（社会人24名）、プレー内容については、
投球および捕球時 31 名（社会人 19 名）、走行時 22 名（社
会人 8名）、方向転換時 18 名（社会人 10 名）、ブロック時









いる者は 22 名（社会人 10 名）、傷害の再発予防を行なっ
ている者は 39 名（社会人 20 名）、痛みのケアを行なって
いる者は 37 名（社会人 16 名）、疲労のケアを行なってい
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る者は 49 名（社会人 24 名）、筋力トレーニングを行なっ
ている者は 56 名（社会人 20 名）、パフォーマンス改善ト
レーニングを行なっている者は 29 名（社会人 17 名）で
あった。
　チームでの対策について、受傷後のリハビリを行なっ
ている者は 15 名（社会人 1名）、傷害後の再発予防を行
なっている者は15名（社会人1名）、痛みのケアを行なっ
ている者は 14 名（社会人 1名）、疲労のケアを行なって
いる者は 41 名（社会人 18 名）、筋力トレーニングを行
なっている者は 58 名（社会人 19 名）、パフォーマンス改




















66 名（86.8%）で、内、社会人が 29 名であった。
　理学療法士に求める内容は、受傷後の応急処置 38 名
（社会人 17 名）、受傷後のリハビリ 50 名（社会人 20 名）、
傷害の再発予防指導 47 名（社会人 21 名）、痛みのケア 25
名（社会人 10 名）、疲労のケア 35 名（社会人 16 名）、筋力
トレーニング指導 35 名（社会人 17 名）、パフォーマンス
指導 40 名（社会人 17 名）、心理サポート 11 名（社会人 3
名）、具体的内容としては、ストレッチ 36 名（社会人 18
名）、テーピング38名（社会人19名）、マッサージ41名（社
会人 16 名）、応急処置 37 名（社会人 17 名）、傷害後のリ
ハビリ 50 名（社会人 23 名）、理論や根拠の説明 46 名（社
会人 20 名）であった。
　理学療法士に関わってもらいたい頻度は、週に 1回が
29 名（社会人 12 名）、月に 1回が 16 名（社会人 11 名）、週
に 2～ 3 回が 15 名（社会人 3名）、毎日が 4名（社会人 1
名）、半年に 1回が 2名（社会人 1名）であった。そのほと

















































































































































Injury situation and requests to the physical therapist of
women touch football player
Tomomi KITAGAWA1）




　Physical therapists is necessary to correspond to the various sports injuries, but it has not been 
VXIÀFLHQWO\VWXGLHGLQMXULHVDQGPHDVXUHVIRUWRXFKIRRWEDOOSOD\HU,QWKLVVWXG\LQMXULHVRIIHPDOHWRXFK
football player, status measures, and those that requests to the physical therapist study was intended to 
examine. Survey was conducted a questionnaire survey of anonymous self-administered to the team that 
belongs to the Kansai student girls and general women's touch football federation, players of 76 people’
s answers were obtained. The survey items, including injury situations, injury measures, the requests to 
the physical therapist. As a result, a person that may have been injured during the play is 81.6%, those 
who have ever injury to a person who does not perform the measures within the team there were many. 
Those who want involved in the physical therapist was observed many as 86.8%. More than, physical 
therapists actively involved in the female touch football team, it was suggested that it should be a more 
detailed analysis and supports.
